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神
奈
川
県
及
び
兵
庫
県
に
お
い
て
、
罰

則
付
き
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
が
、
１
０
０
㎡
以
下
の
飲
食
店

等
は
罰
則
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

受
動
喫
煙
を
め
ぐ
る 

民
事
裁
判
の
進
展

　
こ
う
し
た
中
、
徐
々
に
、
民
事
の
裁
判

上
、
受
動
喫
煙
に
関
す
る
損
害
賠
償
や
解

決
金
が
肯
定
さ
れ
る
例
が
蓄
積
し
て
い

る
。

①
江
戸
川
区
職
場
受
動
喫
煙
訴
訟
　
東
京

　
地
判
（
平
成
16
年
７
月
12
日
）

　
裁
判
所
は
、
職
場
側
の
安
全
配
慮
義
務

違
反
を
認
め
、
金
５
万
円
の
慰
謝
料
を
認

め
た
。

②
タ
ク
シ
ー
受
動
喫
煙 

国
家
賠
償
訴
訟

　
東
京
地
判
（
平
成
17
年
12
月
20
日
）

「
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
健
康
に
及
ぼ
す
影

響
は
看
過
し
が
た
い
」、「
タ
ク
シ
ー
の
全

面
禁
煙
化
が
望
ま
し
い
」
と
判
示
さ
れ
、

全
国
的
に
禁
煙
タ
ク
シ
ー
が
普
及
す
る
契

機
と
な
っ
た
。

③
札
幌
簡
裁
調
停（
平
成
18
年
10
月
19
日
）

　
職
場
で
の
受
動
喫
煙
被
害
（
気
管
支
の

痙け
い
攣れ
ん
、
肺
・
胸
の
痛
み
、
不
整
脈
、
化
学

物
質
過
敏
症
）
に
つ
い
て
会
社
が
金
80
万

円
を
支
払
う
調
停
が
成
立
。

④
札
幌
地
裁
滝
川
支
部
和
解
（
平
成
21
年

　
3
月
4
日
）

　
職
場
で
の
受
動
喫
煙
被
害
（
化
学
物
質

過
敏
症
、
頭
痛
）
に
つ
い
て
会
社
が
金

７
０
０
万
円
を
支
払
う
和
解
が
成
立
。

⑤
神
奈
川
県
警
　
違
反
喫
煙
訴
訟
　
横
浜

　
地
裁
和
解
（
平
成
23
年
１
月
26
日
）

　
庁
舎
内
禁
煙
の
職
場
で
違
反
喫
煙
を
継

続
し
た
上
司
３
名
（
被
告
）
を
部
下
警
察

官
（
原
告
）
が
訴
え
、
上
司
ら
が
50
万
円

を
支
払
う
和
解
が
成
立
。

⑥
試
用
期
間
本
採
用
拒
否
無
効
事
件
　
東

　
京
地
判
（
平
成
24
年
８
月
23
日
）

　
新
入
社
員
（
原
告
）
が
、
社
長
の
喫
煙

に
、
動
悸
、
咳せ
き

、
不
眠
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

吐
き
気
等
の
症
状
を
生
じ
、
喫
煙
状
況
の

改
善
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、会
社
（
被
告
）

は
試
用
期
間
満
了
前
に
本
採
用
不
可
と
し

た
事
案
で
、
判
決
は
、
受
働
喫
煙
か
ら
労

働
者
を
保
護
す
べ
き
安
全
配
慮
義
務
を
認

め
て
、
解
雇
無
効
と
し
、
会
社
に
金

４
７
５
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

⑦
ベ
ラ
ン
ダ
受
動
喫
煙
訴
訟
　
名
古
屋
地

　
判
（
平
成
24
年
12
月
13
日
）

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
女
性
居
住
者
（
原
告
）

が
、
階
下
の
男
性
（
被
告
）
の
ベ
ラ
ン
ダ

喫
煙
に
よ
り
、多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、

帯
状
疱ほ
う
疹し
ん
・
不
眠
・
動
悸
・
う
つ
状
態
に

な
っ
た
と
し
て
訴
え
た
事
案
で
、
不
法
行

為
を
肯
定
し
、
金
５
万
円
の
慰
謝
料
を
認

め
た
。
テ
レ
ビ
等
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

⑧
分
煙
ス
モ
ハ
ラ
訴
訟
　
横
浜
地
判
（
平

　
成
27
年
11
月
19
日
）、
東
京
高
裁
（
平

　
成
27
年
（
ネ
）
第
６
３
２
９
号
）

　
会
社
（
被
告
）
が
煙
の
漏
れ
る
喫
煙
所

の
設
置
を
継
続
し
、
心
臓
疾
患
・
不
整
脈

の
労
働
者
（
原
告
）
を
、
喫
煙
所
の
わ
ず

か
３
ｍ
の
座
席
に
席
替
え
し
た
こ
と
等
に

よ
っ
て
心
臓
疾
患
が
悪
化
し
た
と
し
て
、

会
社
を
訴
え
た
事
案
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

⑨
積
水
ハ
ウ
ス
分
煙
事
件 

大
阪
地
判（
平

成
27
年
2
月
23
日
）、大
阪
高
裁
和
解
（
平

成
28
年
5
月
31
日
）

　
女
性
労
働
者
（
原
告
）
が
、
職
場
工
場

の
受
動
喫
煙
対
策
が
不
十
分
で
、咳・頭
痛・

め
ま
い
・
化
学
物
質
過
敏
症
の
健
康
被
害

を
受
け
た
な
ど
と
し
て
、
職
場
で
あ
る
積

水
ハ
ウ
ス
を
訴
え
た
訴
訟
に
お
い
て
、
解

　
わ
が
国
も
批
准
し
平
成
17
年
２
月
27
日

に
発
効
し
た
「
た
ば
こ
規
制
枠
組
条
約
」

（
略
称
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
第
８
条
に
、
受
動
喫

煙
か
ら
の
保
護
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
次
の
内
容
が

採
択
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０
７
年
７
月
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
）。

・
１
０
０
％
禁
煙
以
外
の
措
置
（
換
気
、

喫
煙
区
域
の
使
用
）は
、不
完
全
で
あ
る
。

・
す
べ
て
の
屋
内
の
職
場
、
屋
内
の
公
共

の
場
及
び
公
共
交
通
機
関
は
禁
煙
と
す

べ
き
で
あ
る
。

・
立
法
措
置
は
、
責
任
及
び
罰
則
を
盛
り

込
む
べ
き
で
あ
る
。

・
す
べ
て
の
締
約
国
は
、
そ
の
国
に
お
け

る
条
約
発
効
後
５
年
以
内
（
日
本
は

２
０
１
０
年
２
月
27
日
ま
で
）
に
例
外

な
き
受
動
喫
煙
か
ら
の
保
護（universal 

protection

）
を
実
現
す
る
よ
う
努
め

受
動
喫
煙
の
他
者
危
害
性

～
法
的
規
制
強
化
の
必
要
性
～

受
動
喫
煙
の
条
約
上
の
位
置
づ
け

岡
本
光
樹  

弁
護
士

第
二
東
京
弁
護
士
会 

人
権
擁
護
委
員
会 

受
動
喫
煙
防
止
部
会 

部
会
長

る
べ
き
で
あ
る
。

受
動
喫
煙
の
法
令
上
の
位
置
づ
け

　
し
か
し
、
わ
が
国
は
、
こ
う
し
た
屋
内

全
面
禁
煙
の
義
務
化
や
罰
則
の
導
入
と
い

っ
た
世
界
水
準
に
は
程
遠
く
、
受
動
喫
煙

防
止
の
法
制
化
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。

　
健
康
増
進
法
第
25
条（
平
成
14
年
公
布
、

翌
年
施
行
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
第
68

条
の
２（
平
成
26
年
改
正
、翌
年
施
行
）は
、

施
設
管
理
者
や
事
業
者
の
受
動
喫
煙
防
止

の
努
力
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
「
受
動
喫

煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
」（
健
発
０
２
２
５

第
２
号
平
成
22
年
２
月
25
日
）
は
、「
今

後
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
基
本
的
な
方

向
性
と
し
て
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
公

共
的
な
空
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

全
面
禁
煙
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て

お
り
、
上
記
条
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

に
沿
う
も
の
で
あ
る
が
、
罰
則
や
強
制
力

を
欠
い
て
い
る
。
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喫
煙
よ
り
も
、
受
動
喫
煙
か
ら
の
完
全

な
保
護
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
条
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
屋

内
全
面
禁
煙
の
法
律
又
は
条
令
を
早
急
に

制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
飲
食
店
や
バ
ー
や
宿
泊
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
か
ら
は
、
屋
内
全
面
禁
煙

に
反
対
す
る
見
解
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ

る
が
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を

目
的
と
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
の
観
点
か

ら
、「
労
働
者
」
を
使
用
す
る
事
業
者
は
、

全
て
屋
内
全
面
禁
煙
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
健
康
犠
牲
を
前
提
と
し
た
売

上
・
利
益
の
追
求
は
、
正
当
と
は
言
え
な

い
（
私
見
と
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
客
に

喫
煙
さ
せ
る
事
業
を
行
な
い
た
い
者
は
、

労
働
者
を
一
切
使
用
し
な
い
で
経
営
者
の

み
に
よ
る
事
業
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
や
医
療
費
増

は
社
会
的
に
望
ま
し
く
な
い
の
で
、
新
た

な
税
と
し
て
受
動
喫
煙
税
を
創
設
し
て
課

税
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。

受
動
喫
煙
に
関
す
る
刑
法
上
の 

解
釈
・
位
置
づ
け

　
当
職
は
受
動
喫
煙
問
題
に
関
し
て
刑
法

上
の
検
討
を
行
な
い
、
警
察
官
向
け
法
律

雑
誌
「
捜
査
研
究
」（
東
京
法
令
出
版
・

２
０
１
６
年
２
月
号
及
び
３
月
号
）
に
、

こ
れ
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
を
簡
潔
に

紹
介
す
る
。

　
警
察
に
お
い
て
は
、
被
害
者
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
場
合
、「
警
察
安
全
相
談
」
の

観
点
の
み
な
ら
ず
、
刑
法
・
刑
事
事
件
の

観
点
か
ら
も
、
真し
ん
摯し

か
つ
適
切
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

◇
暴
行
罪
（
刑
法
第
２
０
８
条
）

　
タ
バ
コ
の
「
煙
を
ふ
き
か
け
る
」
行
為

は
、
暴
行
罪
に
該
当
す
る
と
考
え
る
学
説

見
解
（
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
二
版

第
10
巻
２
４
８
頁
、
条
解
刑
法
第
３
版

４
９
２
頁
、
続
刑
法
判
例
百
選
１
９
７
１

年
43
頁
等
）
が
、
判
例
及
び
学
説
上
多
数

派
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　
音
に
よ
る
暴
行
（
最
高
判
・
昭
和
29
年

８
月
20
日
、
大
阪
地
判
・
昭
和
42
年
５
月

13
日
）、
食
塩
を
ふ
り
か
け
る
行
為
（
福
岡

高
判
・
昭
和
46
年
10
月
11
日
）、
た
ん
・
つ

ば
を
吐
き
か
け
る
行
為
（
学
説
）
に
暴
行

罪
成
立
を
肯
定
す
る
考
え
方
と
軌
を
一
に

す
る
。

◇
傷
害
罪
（
刑
法
第
２
０
４
条
）

「
傷
害
」
と
は
、
判
例・通
説
に
よ
れ
ば
、

身
体
の
生
理
機
能
の
障
害
ま
た
は
健
康
状

態
の
不
良
な
変
更
と
解
さ
れ
て
い
る
。
判

例
は
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
、
ご
く
軽
微

な
も
の
で
あ
っ
て
も
傷
害
罪
の
成
立
を
認

め
、
ま
た
、
身
体
内
部
の
変
化
で
足
り
、

外
見
上
の
変
化
を
要
せ
ず
、
身
体
的
な
苦

痛
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
状
態
の
不

良
変
更
が
認
め
ら
れ
れ
ば
傷
害
罪
に
あ
た
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

等
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
機
能
を

害
し
、
精
神
的
健
康
を
不
良
に
変
更
す
る

こ
と
も
傷
害
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
最
高
裁
決
定
（
平
成
17
年
３

月
29
日
）
は
、
ラ
ジ
オ
及
び
複
数
の
目
覚

ま
し
時
計
を
１
年
半
に
わ
た
り
隣
家
被
害

者
に
向
け
て
、
連
日
朝
か
ら
深
夜
ま
で
大

音
量
で
鳴
ら
し
続
け
た
事
案
に
お
い
て
、

睡
眠
障
害
・
慢
性
頭
痛
症
・
耳
鳴
り
症
の

傷
害
罪
を
肯
定
し
、
懲
役
１
年
の
実
刑
判

決
が
確
定
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
騒
音
お
ば

さ
ん
」
と
し
て
知
ら
れ
る
事
案
類
型
で
あ

る
。

　
前
記
民
事
裁
判
例
⑦
の
よ
う
な
ベ
ラ
ン

ダ
喫
煙
事
例
や
前
記
民
事
裁
判
例
①
③
④

決
金
約
3
5
0
万
円
の
和
解
が
成
立
し
た

旨
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
原
告
は
、
隣
室

か
ら
の
タ
バ
コ
の
煙
の
流
入
、
喫
煙
ス
ペ

ー
ス
か
ら
の
煙
の
流
出
、
喫
煙
後
の
煙
の

充
満
し
た
室
内
の
換
気
の
不
採
用
な
ど
を

問
題
と
し
て
主
張
し
て
い
た
。
な
お
、
女

性
は
、
休
職
期
間
満
了
時
点
で
解
雇
さ
れ
、

解
雇
無
効
の
仮
処
分
も
申
し
立
て
て
い
た
。

（
小
括
）

　
受
動
喫
煙
防
止
の
懈け

怠た
い
に
対
す
る
行
政

罰
や
刑
事
罰
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
上
記
の
通
り
民
事
裁
判
に
よ
っ
て
損

害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
、
立
法
の
遅
れ

に
対
し
て
裁
判
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
言
え
る
。

屋
内
全
面
禁
煙
の
必
要
性

　
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
条
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
厚
労

省
通
知
が
屋
内
全
面
禁
煙
を
志
向
し
て
い

る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
屋

内
の
喫
煙
所
・
喫
煙
室
は
、
煙
の
漏
れ
が

生
じ
て
し
ま
い
、
受
動
喫
煙
を
完
全
に
防

止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
当
職
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
の
議

論
に
際
し
て
、
平
成
22
年
11
月
10
日
厚
労

省
「
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
関
す
る
公
聴
会
」
に
お
い
て
、
不
完
全

分
煙
で
煙
が
漏
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
相
談

事
例
を
紹
介
し
た
（http://w

w
w

.
m

h
lw

.go
.jp

/stf/sh
in

gi/-
2r9852000000w

cd9.htm
l

）。

　
喫
煙
室
の
ド
ア
や
空
調
か
ら
煙
が
漏
れ

た
り
、
ま
た
、
喫
煙
室
の
濃
厚
な
煙
が
喫

煙
者
の
衣
服
や
呼
気
に
残
留
し
た
り
し
て

い
る
。こ
う
し
た
被
害
が
続
い
て
い
て
も
、

分
煙
が
口
実
と
な
り
、
か
え
っ
て
被
害
が

固
定
化
し
、
苦
痛
や
交
渉
が
長
期
化
す
る

と
い
う
弊
害
も
あ
る
。

　
近
年
の
裁
判
は
、
こ
う
し
た
不
完
全
分

煙
の
問
題
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に
前

述
し
た
⑧
は
、
喫
煙
所
か
ら
の
煙
の
漏
れ

が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
原
告
の

請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

・
受
動
喫
煙
う
つ
病
労
災
認
定
訴
訟　
東

京
高
判
（
平
成
24
年
７
月
11
日
）

・
岩
手
県
職
員 
車
内
残
留
た
ば
こ
煙 

化

学
物
質
過
敏
症
賠
償
請
求
事
件 

盛
岡
地

判
（
平
成
24
年
10
月
５
日
）

等
の
裁
判
事
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
喫

煙
室
か
ら
の
漏
れ
、
車
内
残
留
タ
バ
コ
煙

が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
前
述
の

⑨
は
、
煙
の
漏
れ
と
残
留
タ
バ
コ
煙
の
い

ず
れ
も
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
非
喫
煙
者
が
喫
煙
室
か
ら

の
煙
の
漏
れ
や
残
留
タ
バ
コ
煙
に
悩
ん
だ

り
、
苦
し
ん
だ
り
す
る
状
況
自
体
、
労
働

効
率
を
下
げ
て
い
る
。

　
受
動
喫
煙
と
い
う
他
者
危
害
を
、
非
喫

煙
者
が
一
方
的
に
甘
受
さ
せ
ら
れ
て
苦
し

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、「
非
喫
煙
者

が
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
空
気
を
吸
う
権
利

は
、
喫
煙
者
の
権
利
に
優
越
す
る
」
と
論

じ
（W

orld N
o Tobacco D

ay 2007

『Sm
oke-free Inside

』「H
ow

 to 
counter tobacco industry m

yths

」

-6.M
YTH

」）、
日
本
学
術
会
議
（
内
閣
府

設
置
）「
要
望　
脱
タ
バ
コ
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」（
平
成
20
年
）
も
、「
他
人
の
健

康
を
害
し
て
ま
で
喫
煙
す
る
権
利
を
喫
煙

者
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
提

言
し
て
い
る
（
な
お
、
そ
も
そ
も
最
高
裁

大
判
〔
昭
和
45
年
９
月
16
日
〕
に
よ
れ
ば
、

喫
煙
の
自
由
は
「
あ
ら
ゆ
る
時
、
所
に
お

い
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
は
な
い
」
と
し
て
、
制
限
に
服
し
や
す

い
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
）。
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⑤
⑥
⑧
の
よ
う
な
職
場
の
受
動
喫
煙
事
例

に
お
い
て
、
故
意
を
も
っ
て
相
手
の
身
体

的
健
康
又
は
精
神
的
健
康
を
害
し
た
と
い

え
る
場
合
は
、
傷
害
罪
が
成
立
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

◇
子
供
の
保
護
の
た
め
の
同
乗
自
動
車
内

　
喫
煙
の
禁
止
（
立
法
論
）

　
近
時
、
幼
児
（
１
～
２
歳
）
に
喫
煙
さ

せ
た
親
が
、
暴
行
罪
等
で
逮
捕
又
は
略
式

起
訴
さ
れ
た
と
し
て
３
件
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
能
動
喫
煙
の
問
題
で
あ
っ
た

が
、
今
後
、
家
庭
内
に
お
け
る
幼
児
の
受

動
喫
煙
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
る
べ
き

問
題
で
あ
る
。
児
童
虐
待
や
暴
行
・
傷
害

の
観
点
で
、
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

　
海
外
で
は
、
子
供
が
同
乗
し
て
い
る
自

動
車
内
で
の
喫
煙
が
、
罰
則
付
き
の
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
16
歳
未
満（
州
に
よ
っ
て
は
18
歳
未
満
）、

カ
ナ
ダ
で
16
歳
未
満
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

18
歳
未
満
、
フ
ラ
ン
ス
で
12
歳
未
満
の
子

供
が
同
乗
し
て
い
る
自
動
車
内
で
の
喫
煙

は
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

及
び
オ
レ
ゴ
ン
州
（
18
歳
未
満
の
子
供
に

適
用
）
を
は
じ
め
、
８
州
及
び
数
都
市
に

お
い
て
、
ま
た
、
そ
の
他
の
国
々
で
も
、

こ
う
し
た
法
律
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
子
供
は
自
ら
の
意
思
で
受
動
喫
煙
を
避
け

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
特

に
受
動
喫
煙
か
ら
の
保
護
の
必
要
性
が
高

い
。罰

則
の
必
要
性

　
民
事
の
裁
判
で
金
銭
賠
償
が
認
め
ら
れ

て
も
、
実
際
に
は
、
被
害
者
が
申
入
れ
た

り
、裁
判
を
起
こ
し
た
り
で
き
る
場
合
は
、

ほ
ん
の
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
立
場

が
弱
い
た
め
に
（
有
期
雇
用
・
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
。
正
社
員
で
あ
っ

て
も
感
情
的
対
立
や
報
復
を
お
そ
れ
て
萎

縮
し
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
）、
申
し
入

れ
す
ら
で
き
ず
に
苦
し
み
続
け
て
い
る
受

動
喫
煙
被
害
者
も
数
多
く
い
る
。
訴
訟
す

る
こ
と
の
負
担
や
立
証
面
の
負
担
も
、
被

害
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
い
。

　
健
康
増
進
法
及
び
労
働
安
全
衛
生
法

が
、
受
動
喫
煙
防
止
の
努
力
義
務
を
規
定

し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
、
努
力
義
務
規

定
を
重
ね
て
も
実
効
性
に
乏
し
い
。

　
ま
た
刑
法
上
「
暴
行
罪
」「
傷
害
罪
」

が
成
立
し
得
る
と
解
釈
で
き
て
も
、
そ
の

成
立
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
し
、
ま
た
立

証
面
の
難
点
も
あ
る
。

　
よ
り
形
式
的
か
つ
迅
速
に
執
行
す
る
こ

と
の
で
き
る
罰
則
（
過
料
の
行
政
罰
を
含

む
）
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
受
動
喫
煙

防
止
を
実
効
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
罰

則
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
と
め 

違
法
性
と
法
的
規
制
の
強
化

　
民
事
の
裁
判
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
の

有
害
性
が
認
め
ら
れ
、
受
動
喫
煙
に
基
づ

く
法
的
責
任
や
違
法
性
も
肯
定
さ
れ
て
い

る
。
刑
法
の
解
釈
上
も
受
動
喫
煙
に
関
す

る
刑
事
責
任
が
肯
定
さ
れ
得
る
。

　
条
約
面
か
ら
も
立
法
事
実
の
面
か
ら

も
、
受
動
喫
煙
防
止
の
法
的
規
制
を
強
化

す
べ
き
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
次

の
３
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
法
律
又
は
条

令
を
制
定
す
べ
き
こ
と
を
提
言
す
る
。

（
１
）「
た
ば
こ
規
制
枠
組
条
約
」（
略
称

Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
第
８
条
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
屋
内
の
職
場
、
屋
内
の
公
共
の

場
及
び
公
共
交
通
機
関
を
全
面
禁
煙
と
す

る
、
罰
則
付
き
の
法
律
及
び
条
令
を
制
定

す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
東
京
都
医
師
会
タ
バ
コ
対
策

委
員
会
（
当
職
も
委
員
と
し
て
参
加
）
に

お
い
て
、東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例（
案
）

を
作
成
し
た
。
平
成
26
年
11
月
21
日
、「
受

動
喫
煙
の
な
い
日
本
を
め
ざ
す
委
員
会
」

（
委
員
長
：
下
光
輝
一
、１
３
１
団
体
に
よ

っ
て
構
成
）
か
ら
東
京
都
宛
て
に
、
同
案

を
基
に
し
た
条
例
（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。

（
２
）
ベ
ラ
ン
ダ
喫
煙
問
題
（
前
記
⑦
名

古
屋
地
判
）、
近
隣
住
宅
喫
煙
問
題
に
つ

い
て
も
、
受
動
喫
煙
被
害
が
多
数
生
じ
て

い
る
（『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
０
９
年

１
月
３
日
、『
産
経
新
聞
』
２
０
１
５
年

２
月
12
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ
さ
イ
チ
」

２
０
１
５
年
11
月
２
日
、ほ
か
多
数
。「
住

環
境
ト
ラ
ブ
ル
解
決
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

１
２
２
頁
参
照
）。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ラ
フ
ェ
ル
市

で
は
、
集
合
住
宅
に
お
い
て
ド
ア
・
窓
・

換
気
口
等
を
通
じ
て
入
り
込
む
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ

ー
ト
に
お
け
る
喫
煙
を
禁
止
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
て
い
る
。
壁
を
他
人
の
部
屋
と

共
有
し
て
い
る
か
否
か
が
基
準
と
さ
れ
、

賃
貸
・
自
己
所
有
問
わ
ず
、
個
人
の
家
庭

内
で
も
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
各

国
で
公
営
住
宅
の
全
館
禁
煙
も
普
及
し
つ

つ
あ
る
。
我
が
国
で
も
、
法
律
制
定
、
条

例
制
定
と
い
っ
た
立
法
的
対
処
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
未
成
年
者
が
被
る
家
庭
内
の
受
動

喫
煙
の
防
止
、
特
に
、
狭
い
空
間
で
あ
る

自
動
車
内
に
お
け
る
同
乗
者
の
喫
煙
禁
止

を
規
定
す
る
法
律
又
は
条
令
を
制
定
す
べ

き
で
あ
る
。

最
後
に
一
言 

新
型
タ
バ
コ
を
め
ぐ
る
私
見

　
近
時
、
非
燃
焼
の
加
熱
式
タ
バ
コ
の
使

用
が
急
速
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
ハ
ー
ム

リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（Harm

 Reduction　
有

害
性
の
低
減
）
も
主
張
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
能
動
喫
煙
に
関
す
る
議
論
は
他
の
論
者

に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
受
動
喫
煙
に

限
っ
た
観
点
か
ら
、私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
そ
も
そ
も
、
燃
焼
性
の
紙
巻
タ
バ
コ
は

「
他
者
危
害
性
」
が
非
常
に
高
い
商
品
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
職
場
や
公
共
の
場

を
屋
内
禁
煙
化
す
べ
き
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
路
上
喫
煙
や
集
合
住
宅
・
隣
接
住
宅

や
家
庭
内
に
お
い
て
も
、
受
動
喫
煙
の
苦

痛
を
ば
ら
撒ま

い
て
い
る
。
燃
焼
性
の
紙
巻

タ
バ
コ
は
、
早
急
に
製
造
販
売
を
禁
止
す

べ
き
で
あ
る
。

　
他
方
、
加
熱
式
タ
バ
コ
の
他
者
危
害
性

は
低
減
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
は
い
る
が
、

今
の
所
そ
の
程
度
は
不
明
で
あ
る
か
ら
予

防
原
則
に
則
り
、
無
害
が
証
明
さ
れ
な
い

限
り
、
既
に
禁
煙
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で

の
使
用
は
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

　
燃
焼
性
の
紙
巻
タ
バ
コ
に
つ
い
て
は
全

面
廃
止
と
し
、
非
燃
焼
の
加
熱
式
タ
バ
コ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
も
苦
痛
を
感
じ
る

化
学
物
質
過
敏
症
患
者
等
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
慎
重
に
使
用
可
能
場
所
・
禁

止
場
所
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の

が
、
当
職
の
私
見
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
２
０
１
６
年
５
月
31
日
に
日

本
医
師
会
館
に
て
開
催
の
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
「
受
動
喫
煙
防
止
法
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
よ
う
」
に
お
い
て
講
演
し
た

内
容
で
あ
る
。
な
お
、
受
動
喫
煙
の
有
害

性
に
関
す
る
医
学
的
・
科
学
的
知
見
に
つ

い
て
は
、既
に
公
知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
、

本
稿
で
は
割
愛
し
た
。


